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イチゴで笑顔に !
イチゴ狩り観光農園

　秦野市内では現在３ヶ所の農園でイチゴ狩り
が楽しめます。
　週末になると多くの来園者で大賑わいです。
　ハウス内には甘～い香りが広がり、来園者は
様々な種類のイチゴを楽しみながらたくさんの
イチゴを頬張っていました。



農業委員会だより 第116号 2

議長を務める和田稔会長（右）

ご協力ありがとうございます

967,500円
賛助会員費募金額

　1,935農家の皆様にご賛同いただきまし

た。県農業会議では、この貴重な財源を次

の事業などに活用します。

★県農林業施策と予算についての建議

★税制対策と経営改善支援

★都市農政対策の実施

★農業生産指導対策

★農政情報活動

★各生産組合の地域

★農政活動への助成

　

平
成
24
年
度
神
奈
川
県
農
業

委
員
大
会
が
11
月
9
日
に
海
老

名
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
秦

野
市
の
農
業
委
員
19
名
含
む
約

750
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、「
第
１
号 

本
県
農

業
の
振
興
に
係
る
緊
急
課
題
に
関

す
る
要
望
」、「
第
２
号 

農
地
の

保
全
・
有
効
利
用
に
関
す
る
要

望
」、「
第
３
号 

担
い
手
・
経
営

対
策
に
関
す
る
要
望
」、「
第
４
号

農
業
委
員
会
活
動
の
強
化
に
関
す

る
申
し
合
わ
せ
」
の
４
議
案
が
原

案
通
り
決
議
さ
れ
、
大
会
宣
言
で

は
満
場
の
拍
手
を
も
っ
て
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
情
勢
報
告
と
し
て
10
月

31
日
に
発
足
し
た
「
か
な
が
わ
女

性
農
業
委
員
の
会
」
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。
農
業
就
業
人
口
の
約

５
割
は
女
性
が
占
め
て
お
り
、
女

性
の
視
点
か
ら
問
題
提
起
を
し
て

頂
き
、
農
業
委
員
会
の
活
性
化
を

図
っ
て
頂
け
れ
ば
と
期
待
を
寄
せ

ま
す
。（
伊
藤　

伸
一 

農
業
委
員
）

　

平
成
24
年
11
月
19
日
、
中
地

方
農
業
委
員
会
連
合
会
主
催
の

優
良
事
例
視
察
研
修
会
に
、
秦

野
市
農
業
委
員
10
名
を
含
め
総

勢
67
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
視

察
先
は
、
横
浜
市
戸
塚
区
に
あ

る（
有
）ハ
ム
工
房「
ま
い
お
か
」

と
Ｊ
Ａ
さ
が
み
フ
ァ
ー
マ
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
「
わ
い
わ
い
市
藤

沢
店
」
の
2
施
設
で
す
。

　
（
有
）
ハ
ム
工
房
は
養
豚
の
生

産
か
ら
製
造
販
売
の
い
わ
ゆ
る

6
次
産
業
を
確
立
し
て
い
る
企

業
で
、
北

見
信
幸
代

表
取
締
役

自
ら
施
設

の
概
要
な

ど
を
説
明

し
て
頂
き
、

参
加
者
は
、
皆
熱
心
に
メ
モ
を

し
た
り
、
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、ハ
ム
工
房
で
使
用
さ
れ

て
い
る
豚
を
育
て
て
い
る
（
有
）

北
見
畜
産
（
北
見
信
幸
代
表
）は
、

畜
産
大
賞
（
社
団
法
人
中
央
畜
産

会
）「
地
域
振
興
部
門
・
優
秀
賞
」、

農
林
水
産
祭
・
村
づ
く
り
部
門「
農

林
水
産
大
臣
賞
」
を
受
賞
す
る
な

ど
優
良
企
業
と
の
こ
と
で
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
今
回
は
養
豚
場
内

の
視
察
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

豚
舎
を
色
々
と
工
夫
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

昼
食
後
に
訪
れ
た
「
わ
い
わ
い

市
藤
沢
店
」
は
、
神
奈
川
県
及
び

藤
沢
市
の
補
助
を
受
け
、
平
成
22

年
に
開
設
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

店
員
36
名
（
職
員
6
名
、
パ
ー
ト

30
名
）
で
運
営
し
て
お
り
、
敷
地

面
積
約

6000
㎡
、
売
り
場
面
積
500
㎡

で
駐
車
台
数
は
約
130
台
の
駐
車
場

を
有
す
る
地
産
地
消
の
施
設
で
す
。

漁
港
が
最
寄
り
に
あ
る
た
め
、
江

の
島
・
片
瀬
漁
協
に
よ
る
魚
介
類

も
販
売
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

印
象
的
で
し
た
。

（
髙
橋　

謙
二 

農
業
委
員
）

「わいわい市」を視察する
和田稔会長（右から２人目）

壇上で紹介される女性農業委員たち
左から清水富美子委員と久保
寺則子委員（　　　　　　　　　　　　　　）

農業振興に係る緊急課題に関する
要望など４議案を決議
情勢報告として「かながわ女性農
業委員の会」を紹介

平成24年度

神奈川県農業委員大会

中
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会
視
察
研
修

　
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
を
視
察

黒岩知事へ建議する
神奈川県農業会議、三好会長



支援
センター
通信

支援
センター
通信

を
空
気
が
入
ら
な
い
よ
う
熱
心
に

容
器
に
詰
め
て
い
ま
し
た
。

　

味
噌
が
出
来
上
が
り
、
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
今
年
の
９

月
の
末
頃
。
小
学
生
た
ち
は
出
来

上
り
が
待
ち
遠
し
い
様
子
で
し
た
。

５人が秦野で新規就農

新規就農コースの修了生紹介新規就農コースの修了生紹介新規就農コースの修了生紹介

髙橋　正雄
（就農予定地：西大竹地区）
　自分自身が、風景や作物の成
長に喜びを感じることができる心
の余裕を持ち、消費者にも喜んで
頂ける野菜の生産に取り組みたい。

安田　政敬
（就農予定地：上大槻地区）
　子供が未来を支える「社会
の宝」であるなら、野菜は「大
地の宝」です。この恵みを生か
して、少しでも社会貢献したい。

地㟢　利和（就農予定地：堀西地区）
　自給自足、地産地消が目標です。
食べて、おいしいと思える農作物を
作りたい。 農業塾講師 伊藤　隆弘

先生からひとこと
　農業は毎年の経験の蓄積
が大切な財産。
　経験を生かした皆様の農
業への取り組みが、秦野農業
の活性化に貢献することを期
待します。

安加賀　桃子（就農予定地：堀山下地区）
　美味しい野菜をたくさん食べて頂きたく、本格的に営農する決心を
しました。消費者に喜ばれる「安心・安全」な野菜を作っていきたい。

熊切　彰
（就農予定地：東田原地区）
　ご当地野菜の栽培をしてみ
たいです。
　自分で育てたブドウを使っ
た秦野ワインにも挑戦してみ
たいです。

応援よろしく
　　　お願いします
応援よろしく
　　　お願いします

　２月２日  JAはだの本所で、はだの都市農業
支援センターが平成 18 年度から開講している
「はだの市民農業塾」の閉講式が行われました。
本年度は、新規就農コース、基礎セミナーコー
ス及び、農産加工起業セミナーの３コースで37
名の方が受講し、32名の方が修了されました。
　新規就農コースを修了した５名は、新たに農
業者の仲間入りをしますので、農家のみなさん
よろしくご指導をお願いします。
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１
月
19
日
に
、
農
業
委
員
、
荒

廃
農
地
解
消
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ら
23
名
が
参
加
し
て
、
西
大
竹
の

約
30
ａ
の
畑
で
草
刈
り
な
ど
の
解

消
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
農
地
は
、
耕
作
放
棄
地
と

な
り
周
辺
の
農
地
に
悪
影
響
を
及

荒
廃
農
地
解
消
実
践
活
動

優
良
農
地
を
守
る

た
め

　
西
大
竹
事
業
地

　

２
月
17
日
に
、
荒
廃
農
地
解
消

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
17
人
と
地
元

の
小
学
生
７
人
が
東
公
民
館
で
味

噌
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
味
噌
づ
く
り
に
は
、
荒
廃

農
地
を
解
消

し
て
栽
培
し

た
大
豆
を
使

用
し
て
い
ま

す
。
小
学
生

た
ち
は
す
り

潰
し
た
大
豆

ぼ
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

「
優
良
な
農
地
が
広
が
っ
て
い
る

地
域
に
耕
作
放
棄
地
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
優
良
な
農
地
を
今
後
、

維
持
保
全
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

解
消
し
た
農
地
は
、

地
元
農
家
で
管
理
し
た

後
、
新
規
就
農
者
の
就

農
地
と
な
る
予
定
で
す
。

小
学
生
と
味
噌
づ

く
り

ボランティアの説明を聞きながら、
真剣に作業を見守る小学生たち

解消作業をする市民ボランティアと農業委員



工夫次第で効果アップ！工夫次第で効果アップ！

鳥獣害から農地を守ろう！鳥獣害から農地を守ろう！

今日からやってみよう

鳥獣害対策

農作物の被害防止のためには、
　農家の方々の取り組みが重要！

○被害を及ぼす鳥獣の性質をよく知ること
○鳥獣のエサとなるので、農地周辺に雑草を繁茂

させない
○休耕した農地の周りのササ等を刈り荒廃化した

場所を作らない
○鳥獣を引き寄せる原因をなくす

・収穫されない果樹や野菜を畑に放置しない
・野菜くずや摘果果実、生ごみなどを農地

とその周辺に捨てない
○時には威嚇して、慣れを防ぐ
○被害の少ない作目を選ぶ
○鳥獣害対策は、地域ぐるみで取り組む
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防
護
ネ
ッ
ト
と

　

箱
わ
な
を
一
体
利
用

羽
根
中
生
産
組
合
で
の
取
り
組
み

箱
わ
な
の
設
置
の
ポ
イ
ン
ト

箱
わ
箱
わ
箱
わ
箱
わ
な
の
な
の
な
の
な
の
設
置
設
置
設
置
の
ポ
の
ポ
の
ポ
の

イ
ン
イ
ン
イ
ン
イ

トトトト

箱
わ
な
の
設
置
の
ポ
イ
ン
ト

わ
箱箱
わ
箱

な
の
な
の
設
置
設設
置置置
の
ポ
の
ポ
の
ポ
イ
ン
イイ
ン

の
設
置
の
ポ
イ
ン

箱
わ
な
の
設
置
の
ポ
イ
ン

設
置
場
所
と

　

エ
サ
が
決
め
手
！

　

箱
わ
な
は
、
法
律
の
許
可
を
取

り
、
野
生
獣
が
集
ま
り
や
す
い
場

所
に
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
捕
獲
の
効
率
を
良
く
す

る
に
は
、
80
％
が
箱
わ
な
の
設
置

場
所
と
エ
サ
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
設
置
場
所
に
つ
い
て

　

設
置
場
所

は
、
良
く
出

没
す
る
山
に

近
い
場
所
の

獣
道
沿
い
に

設
置
し
ま
す
。

○
餌
づ
け
と
エ
サ
の
工
夫

　
（
こ
こ
が
一
番
重
要
！
）

　

餌
づ
け
を
毎
日
継
続
し
、
餌
場

と
し
て
認
識
さ
せ
て
警
戒
心
を
解

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

エ
サ
は
、
米
ぬ
か
や
サ
ツ
マ
芋
、

家
畜
用
飼
料
な
ど
、
腐
り
に
く
く

手
に
入
り

や
す
い
も

の
を
選
ぶ

と
と
も
に
、

捕
獲
の
対

象
と
す
る

獣
の
習
性

に
応
じ
て
、
適
量
の
エ
サ
を
工
夫
し

て
く
だ
さ
い
。

　

箱
わ
な
は
、
す
ぐ
に
扉
を
落
と

さ
ず
、
餌
づ
く
の
を
待
っ
て
か
ら
、

扉
の
固
定
の
解
除
を
行
い
ま
す
。

○
箱
わ
な
の
定
期
的
な
確
認

　

箱
わ
な
は
、
仕
掛
け
な
ど
を
定

期
的
に
点
検
し
、
草
刈
り
等
の
管

理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

お
話
を
伺
っ
た
鳥
獣
保
護
員
の

関
野
勝
政
さ
ん
は
、「
檻
を
設
置
し

た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ぐ
に
は
、
捕

獲
で
き
な
い
の
で
、
諦
め
ず
に
根

気
よ
く
エ
サ
を
お
い
て
待
つ
こ
と
が

大
切
。
ま
た
、
と
に
か
く
獣
道
沿

い
に
設
置
し
、
き
ち
ん
と
エ
サ
を
仕

掛
け
る
こ
と
が
、
一
番
の
ポ
イ
ン
ト

で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

羽
根
中
生
産
組
合
（
関
野
定
雄

生
産
組
合
長
）
で
は
、
防
護
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
箱
わ
な
設
置
を
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
100
㎏
級
の

イ
ノ
シ
シ
が
捕
獲
さ
れ
る
な
ど
効

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
設
置
方
法
は
、
ゴ
ル
フ
場

と
農
地
の
境
に
張
っ
た
防
護
ネ
ッ

ト
の
一
部
を
開
け
て
、
そ
の
開
口
部

に
箱
わ
な
を

設
置
す
る
も

の
で
す
。
エ

サ
に
誘
わ
れ

た
野
生
獣
を

防
護
ネ
ッ
ト

沿
い
に
移
動
さ
せ
、
箱
わ
な
に
誘

導
し
捕
獲
す
る
も
の
で
す
。

　

関
野
定
雄
生
産
組
合
長
は
、「
防

護
ネ
ッ
ト
の
効
果
も
あ
る
と
思
う

が
、以
前
は
、農
地
で
獣
の
足
跡
な

ど
が
多
数
確
認
さ
れ
た
が
、現
在
は
、

少
数
だ
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
設
置
場
所
は
平
ら
な
場

所
を
選
び
、
箱
わ
な
の
周
り
を
カ

　季節は春を迎え、耕起風景を目にすることも多くなりました。大変
な農作業も収穫への期待があればこそ。せっかく丹精込めて育てた作
物が一夜にして鳥獣に荒らされては、耕作意欲もなくなってしまいます。
　そこで、秦野市で鳥獣被害防止対策として主に行っている箱わなの
設置のポイントと被害防止に工夫を重ねている生産組合の取り組みを紹介いたします。

ヤ
で
目
隠
し
を
す
る
な
ど
、
で
き

る
だ
け
自
然
な
感
じ
を
出
し
、
獣

が
箱
わ
な
に
対
し
て
の
警
戒
心
を

緩
め
る
工
夫
も
し
て
い
ま
し
た
。

箱
わ
な
の
前
で
説
明
す
る

関
野
定
雄
生
産
組
合
長

イメージ図
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張
っ
て
い
ま
す
。

小
野
　
一
夫
（
西
地
区
）

●
担
当
生
産
組
合

峠
、
曲
松
１
、
曲
松
２
、
曲
松

３
、千
村
Ａ
、
千
村
Ｂ
、
千
村
２
、

千
村
３

●
７
月
18
日
生
ま
れ　

か
に
座

●
趣
味　

庭
木
の
手
入
れ
、
旅
行
、
カ
ラ

オ
ケ

●
主
に
作
付
し
て
い
る
農
産
物

　

一
般
野
菜
、
稲

●
ひ
と
こ
と

　

荒
廃
農
地
の
解
消
に
は
も
っ
と

若
い
人
の
力
が
必
要
な
の
で
、
農

機
具
を
上
手
に
使
っ
て
農
業
を

や
っ
て
も
ら
え
れ

ば
、
発
生
防
止
に

も
な
る
と
思
う
。

関
野
　
進
一
（
西
地
区
）

●
担
当
生
産
組
合

渋
沢
下
、
渋
沢
中
、
渋
沢
上
、

石
打
場
、
栃
窪

●
７
月
23
日
生
ま
れ　

し
し
座

●
趣
味　

登
山

●
主
に
作
付
し
て
い
る
農
産
物

み
か
ん
、
栗
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
●
ひ
と
こ
と

　

地
域
に
お
け
る
農
地
・
担
い
手

対
策
等
を
始
め
、
農
業
の
振
興
・

活
性
化
に
結
び
付
く
よ
う
な
情
報

を
提
供
し
た
い
。

石
田
　
勇
（
北
地
区
）

●
担
当
生
産
組
合

羽
根
東
、
羽
根
中
、
羽
根
西
、

横
野
上
、
横
野
下

●
４
月
12
日
生
ま
れ　

　

お
ひ
つ
じ
座

●
趣
味

登
山
、
読
書
（
主
と
し
て
推
理

小
説
）

●
主
に
作
付
し
て
い
る
農
産
物

　

露
地
野
菜
、
果
樹

●
ひ
と
こ
と

　

農
業
を
取
り
囲
む
環
境
は
厳
し

い
も
の
だ
。
少
し
で
も
解
消
さ
れ

る
よ
う
努
力
し
た
い
。

和
田
　
稔
（
上
地
区
）

●
担
当
生
産
組
合

柳
川
第
１
、
柳
川
第
２
、八
沢

第
１
、
八
沢
第
２

●
９
月
13
日
生
ま
れ　

お
と
め
座

●
趣
味　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
最
近
さ
ぼ
り

気
味
）

●
主
に
作
付
し
て
い
る
農
産
物

　

バ
ラ

●
ひ
と
こ
と

　

農
業
振
興
作
物
の
生
産
の
拡
大

や
技
術
・
品
質
の
向
上
を
地
域
の

皆
さ
ん
と
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

近
藤
　
信
一
（
東
地
区
）

●
担
当
生
産
組
合

上
宿
上
、
上
宿
下
、
谷
戸
、
池

端
●
７
月
７
日
生
ま
れ　

か
に
座

●
趣
味　

　

手
打
ち
ソ
バ
作
り

●
主
に
作
付
し
て
い
る
農
産
物

　

路
地
野
菜
、
ソ
バ

●
ひ
と
こ
と

　

畑
の
雑
草
と
の
戦
い
や
鳥
獣
被

害
な
ど
、
農
業
に
は
多
く
の
苦
労

も
あ
り
ま
す
が
、
天
気
の
良
い
日

に
は
、
雄
大
な
富
士
山
が
見
え
、

太
陽
の
下
、
心

地
よ
い
汗
を
か

き
、
収
穫
を
楽

し
み
農
作
業
に

励
ん
で
い
ま
す
。

髙
橋
　
謙
二
（
大
根
地
区
）

●
担
当
生
産
組
合

南
矢
名
上
、
南
矢
名
下
、
北
矢

名
南
、
北
矢
名
北

●
６
月
７
日
生
ま
れ　

ふ
た
ご
座

●
趣
味　

読
書

●
主
に
作
付
し
て
い
る
農
産
物

　

季
節
の
露
地
野
菜

●
ひ
と
こ
と

　

農
業
と
は
全
く
違
う
業
種
で

の
現
役
も
２
年
前
に
退
き
、
家

内
に
教
わ
り
な
が
ら
、
日
々
農

業
ら
し
き
も
の
に
悪
戦
苦
闘
し

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
故
に
他
の

農
業
委
員
の
方
と
の
共
通
の
話

題
に
乏
し
く
、
一
日
も
早
く
仲

間
に
加
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
残
り
少
な
い
時
間
で

ど
う
な
る
こ
と
や
ら
。

　

兎
に
角
、
一
兵
卒
と
し
て
頑

農
業
委
員
紹
介
コ
ー
ナ
ー
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私
は
主
人
と
２
人
の
子
供
と
の

４
人
家
族
で
す
。

　

農
薬
を
使
わ
な
い
露
地
野
菜
栽

培
農
家
に
な
っ
て
５
年
。農
業
な
ん

て
大
変
な
こ
と
ば
っ
か
り
で
儲
か

ら
な
い
仕
事
を
し
て
生
活
で
き
て

い
る
の
か
と
よ
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

地
元
農
家
の
後
継
者
で
も
な
く
、

会
社
勤
め
を
辞
め
た
脱
サ
ラ
農
家

が
、
無
農
薬
で
野
菜
の
栽
培
を
や

る
な
ん
て
、
訳
の
わ
か
ら
な
い
奴

が
い
る
も
ん
だ
と
先
輩
農
家
さ
ん

は
思
わ
れ
た
で
し
ょ
う
。

　

15
年
前
、
食
費
の
節
約
に
な
れ

ば
と
何
気
な
く
始
め
た
プ
ラ
ン

声
を
聞
く
と
嬉
し
い
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
あ
ん
し
ん
、
お
い

し
い
、
た
の
し
い
野
菜
を
ひ
と
つ

で
も
多
く
の
方
に
届
け
ら
れ
る
よ

う
健
康
に
は
気
を
付
け
な
が
ら
二

人
三
脚
で
野
菜
を
栽
培
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
天
候
に
左
右

さ
れ
、
鳥
獣
に
荒
ら
さ
れ
自
分
た

ち
の
思
う
通
り
に
は
な
ら
な
い
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
あ
り
の
ま
ま

を
受
け
入
れ
無
理
を
せ
ず
出
来
る

こ
と
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
積
み
重
ね
、

自
分
た
ち
の
農
業
を
続
け
て
い
け

る
日
々
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
二
三
江
（
羽
根
）

農
家
に
…

　

昭
和
40
年
高
校
卒
業
と
同
時
に

農
業
を
始
め
ま
し
た
。
父
が
数
10

頭
の
牛
を
飼
い
、
そ
の
他
、
普
通

作
や
花
な
ど
の
複
合
経
営
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
専
業
農
家
の
時
代
と

思
い
酪
農
を
専
業
で
や
っ
て
い
こ

う
と
決
め
、
40
頭
位
の
牛
舎
を
建

て
、
こ
こ
か
ら
が
酪
農
経
営
の
始

ま
り
で
す
。

　

こ
の
時
代
は
乳
価
が
安
く
、
借

入
金
の
返
済
な
ど
で
生
活
は
大
変

苦
労
し
ま
し
た
。
少
し
で
も
飼
料

代
を
安
く
す
る
た
め
、
で
き
る
だ

け
飼
料
は
自
分
で
作
り
、
草
刈
り

と
酪
農
の
仕
事
に
追
わ
れ
大
変
な

毎
日
で
し
た
。
飼
料
作
り
の
苦
労

を
軽
減
す
る
た
め
、
共
同
で
サ
イ

ロ
作
り
も
し
ま
し
た
。

　

昭
和
48
年
頃
か
ら
高
度
成
長
の

波
に
乗
り
、食
の
欧
米
化
に
伴
い
乳

価
や
牛
肉
の
値
上
が
り
と
伴
に
仔

牛
の
値
段
も
上
が
り
、今
か
ら
思
え

ば
良
い
時
代
で
し
た
。そ
し
て
こ
の

頃
か
ら
飼
料
作
物
作
り
を
止
め
て
、

牛
舎
を
増
築
し
、乳
牛
を
増
頭
し
、

購
入
飼
料
に
依
存
し
、労
力
の
軽
減

を
図
り
生
活
に
余
裕
を
持
つ
よ
う

に
し
、酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を
頼
み
夫
婦

で
交
代
で
出
か
け
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

　

昭
和
54
年
頃
か
ら
牛
乳
が
生
産

過
剰
に
な
り
乳
価
は
下
が
り
牛
乳

の
生
産
調
整
が
始
ま
り
、
テ
レ
ビ

な
ど
で
牛
乳
を
捨
て
る
報
道
が
さ

れ
た
り
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
酪

農
経
営
が
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
牛
乳
を
利
用
し
て
加
工
品

が
で
き
な
い
か
と
思
い
、
共
同
で
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
製
造
を
始
め
た

と
こ
ろ
、
大
変
好
評
で
仲
間
の
励

み
に
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
酪
農
家
の
高
齢
化
や
環

境
面
の
問
題
な
ど
で
廃
業
が
著
し

く
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県
下
で
毎

年
15
軒
位
廃
業
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
世
界
的
な
穀
物
不
足
や

外
国
の
牧
草
の
不
作
に
よ
り
、
資

料
の
値
段
が
上
が
り
経
営
を
圧
迫

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
飲
用
の
多

様
化
で
若
者
の
牛
乳
離
れ
が
多
く
、

生
産
量
は
落
ち
て
い
る
の
に
、
需

要
が
伸
び
ず
価
格
の
値
上
げ
が
難

し
い
こ
と
に
加
え
て
、
今
、
騒
が

れ
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
が
あ
り
、

さ
ら
に
経
営
が
厳
し
く
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

我
が
家
で
は
後
継
者
に
恵
ま
れ
、

こ
れ
か
ら
は
家
族
皆
で
色
々
考
え
、

こ
の
厳
し
い
時
代
を
乗
り
越
え
、

良
い
牛
乳
の
生
産
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
牛
乳
は
健
康

に
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
子
供
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
家
族

皆
さ
ん
で
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。

大
津
　
俊
彦
（
東
田
原
）

私
と
酪
農

タ
ー
で
の
家
庭
菜
園
。
お
い
し

か
っ
た
。
収
穫
で
き
る
度
、
ど
ん

ど
ん
楽
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
３
年
。
秦
野
市
へ
の

転
居
を
機
に
市
民
農
園
を
借
り
た

り
し
て
、
野
菜
作
り
が
な
ん
と
か

形
に
な
り
始
め
た
頃
、
知
人
か
ら

野
菜
を
譲
っ
て
く
れ
な
い
か
と
声

を
か
け
ら
れ
、
喜
ん
で
食
べ
て
も

ら
う
う
ち
に
農
業
を
仕
事
に
す
る

事
は
で
き
な
い
も
の
か
と
思
い
始

め
ま
し
た
。
色
々
と
問
い
合
わ
せ

て
み
ま
し
た
が
、
現
実
的
に
は
と

て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。
そ
ん
な

折
、
秦
野
市
で
取
り
組
ん
で
い
た

「
は
だ
の
市
民
農
業
塾
」
を
知
り

受
講
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

翌
年
に
は
主
人
も
修
塾
し
、
２
人

で
農
家
の
仲
間
入
り
が
出
来
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
栽
培
技
術
の

習
得
、
農
地
の
確
保
、
販
路
、
農

業
機
械
の
導
入
、
農
業
資
材
の
購

入
な
ど
課
題
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、

「
佐
藤
さ
ん
の
作
る
野
菜
は
お
い

し
い
よ
。
ニ
ン
ジ
ン
が
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
よ
。」
と
い
う

農
家
の
声



　平成 24 年 1 月から 12 月までに利
用権設定された農地の賃貸借におけ
る平均的な賃料（10ａ当たり）は以
下のとおりです。

農地の賃貸借料情報

区 分 平均額 最高額 最低額 データ数

田 10,100 円 11,100 円 9,100 円 2

畑 9,500 円 17,600 円 1,500 円 100

＊農地の区分、平均額、最高額、最低額、データ数を賃
貸借情報として提供します。（農業用施設農地は除く）

＊データ数は、集計に用いた筆数です。
＊平均的賃貸借料は四捨五入し百円単位にしています。

４月から送付形態が変更になります。
ビニール包装から紙帯包装に！
よりエコになってパワーアップします！

農家のための情報誌「全国農業新聞」
・発行日　　週１回（金曜日）
・発行元　　全国農業会議所
・購読料　　月６００円（送料・税込）
◎お申込みは、地元農業委員または、農業委員会

事務局へ
☎８２－９６５４

コーナー
相 談相 談

AA

農
業
委
員
会
活
動
報
告

（
平
成
24
年
11
月
～
25
年
２
月
）

QQ

審議案件 件数 面　積
耕作目的の売買・賃貸

（３条許可） 6件 10,727.06㎡

市街化調整区域内の転用
（４・５条許可） 8件 3,178.71㎡

市街化区域内の転用
（４・５条届出） 65件 47,591.30㎡

相続等による農地の取得
（３条届出） 43件 153,755.80㎡

相続税納税猶予 3件 27,617.42㎡

総会の主な審議案件と件数（11月～２月）

農業委員会だより第116号 7

農
地
に
は 
白
地
と
青
地

が
あ
る
そ
う
で
す
が 
ど

う
違
う
の
で
す
か
？

　

ま
た 

宅
地
に
切
り
替
え
る
に

は
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
が
か
か
り

ま
す
か
？青

地
・
白
地
と
い
う
の

は
、
市
の
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
に
お
け
る
土
地
利
用

計
画
区
分
で
、
農
業
振
興
地
域
の

う
ち
の
農
用
地
区
域
が
青
地
、
農

用
地
区
域
以
外
の
農
業
振
興
地
域

が
白
地
で
す
。

　

都
市
計
画
に
お
け
る
土
地
利
用

計
画
区
分
に
も
白
地
区
域
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
と
区
別
す
る
た
め
に
、

通
常
は
「
農
振
白
地
」
と
い
う
言

い
方
を
し
ま
す
。

　

農
用
地
区
域
（
青
地
）
に
あ
る

農
地
は
、農
地
法
の
規
定（
第
４
条

第
２
項
第
１
号
及
び
第
５
条
第
２

項
第
１
号
）
に
よ
り
、
農
地
転
用

許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

選挙人名簿登載者数選挙人名簿登載者数

●
総
会

11
月
26
日
、
12
月
25
日
、

1
月
25
日
、
2
月
25
日

（
主
な
審
議
案
件
と
件
数
は
下

表
の
と
お
り
）

●
運
営
委
員
会

11
月
22
日
、
12
月
10
日
、

１
月
15
日
、
2
月
15
日

●
編
集
委
員
会

1
月
25
日
、
2
月
25
日

●
神
奈
川
県
農
業
委
員
大
会

11
月
9
日　

海
老
名
市
文
化
会

館
●
中
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会
視

察
研
修
会

　

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
に
は
、

市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変

更
手
続
き
が
必
要
で
す
が
、
市
で

は
年
１
～
２
回
し
か
実
施
で
き
ま

せ
ん
。
除
外
申
出
受
付
が
締
め
切

ら
れ
た
直
後
だ
と
、
次
の
受
付
時

期
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
１
年
以
上
か
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
除
外
に
は
い
く
つ
か
の

条
件
が
あ
る
た
め
、
除
外
が
認
め

ら
れ
な
い
農
地
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
農
産
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ 
☎
８
２
︱
９
６
２
６

地区名 世帯数 ( 戸 ) 男 ( 人 ) 女 ( 人 ) 計 ( 人 )

本町 98 130 112 242

南 162 200 151 351

東 255 280 227 507

北 218 258 246 504

大根 184 215 191 406

西 264 328 266 594

上 123 136 112 248

合計 1,304 1,547 1,305 2,852

「秦野市農業委員会委員選挙人
名簿登載申請書」の集計結果を
お知らせします。
　この登録者は３月 31 日に確定
し、次年度まで据え置かれます。

（1月31日現在）

11
月
19
日　

横
浜
市（
有
）
ハ
ム

工
房「
ま
い
お
か
」藤
沢
市「
わ

い
わ
い
市
藤
沢
」
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東
日
本
大
震
災
、福
島
原
発
事
故

か
ら
２
年
。自
然
災
害
、人
災
事
故
の

爪
跡
は
ま
だ
生
々
し
い
。

　

早
期
復
興
を
願
う
と
共
に
、秦
野

市
も
こ
の
災
害
の
脅
威
に
向
き
合
っ

た
対
策
が
急
が
れ
る
。

　

世
界
的
異
常
気
象
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、

後
継
者
不
足
等
、農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、益
々
厳
し
い
。20
年
30
年
先

を
見
越
し
、若
い
人
が
夢
と
希
望
を

持
っ
て
就
農
、生
活
設
計
が
で
き
る

や
り
が
い
の
あ
る
農
業
の
仕
組
み
作

り
が
必
要
と
思
う
。

　
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」が
そ
の
良

き
羅
針
盤
と
な
る
よ
う
読
者
と
と
も

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。　

（
編
集
委
員　

大
津　

繁
）

①	60歳未満
②	国民年金第１号被保険者
③	年間60日以上農業に従事

上記の３つの要件を満たす人は、誰でも加入で
きます。
農地を持っていない農業者、配偶者、後継者な
どの家族従事者も加入できます。
		POINT １
保険料の国庫補助
特定の要件を満たす農業者には、一定の条件の
下で保険料の国庫補助が受けられます。
		POINT ２
税制上の優遇措置
①	支払う保険料は全額保険料控除の対象
②	受け取る年金は公的年金等控除が適用
③	運用費も非課税
		POINT ３
80歳まで保証
仮に加入者や受給者が80歳前に亡くなられた場
合でも「死亡一時金」が支払われます。
■問い合わせ
　　農業委員会事務局　 ８２－９６５４
　　JAはだの営農課　　８１－７７１８

　

秦
野
市
認
定
農
業
者
協
議
会

（
𦥑
井
逸
男
会
長
）
は
、
２
月
８

日
な
で
し
こ
会
館
で
「
秦
野
市
認

定
農
業
者
協
議
会
研
修
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
研
修
会
に
は
会
員

ら
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
「
農
業
経
営
の

デ
ー
タ
化
で
効
率
化
、
収
益
増
加

を
目
指
そ
う
！
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、（
株
）
流
通
研
究
所
の
釼
持
雅

幸
代
表
取
締
役
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

釼
持
氏
は
、「
農
業
経
営
に
も

常
に
コ
ス
ト
意
識
を
も
っ
て
、
収

支
を
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
を
実
行
す
る
た
め
に
は
経
費
や

年
間
の
お
金
の
流
れ
を
デ
ー
タ
化

す
れ
ば
、
よ
り
効
率
の
良
い
管
理

が
で
き
、
収
益
増
加
に
も
つ
な
が

る
。
農
家
は
数
字
に
強
く
な
る
べ

き
だ
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
実
際
に
作
物
別
の

所
得
計
算
や
資
金
繰
り
表
の
作
成

の
実
習
を
行
う
な
ど
し
、
積
極
的

に
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

𦥑
井
会
長
は
「
神
奈
川
県
内
で

も
ま
だ
、
少
な
い
認
定
農
業
者
協

議
会
で
す
が
、
秦
野
市
が
県
内
の

先
進
事
例
に
な
れ
る
よ
う
、
頑
張

り
た
い
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　１月 25 日 JA はだの本所で農業フォーラム
2013が開かれました。秦野の農村レストラン実
行委員会による「地産地消弁当」の試食会も行
われました。

　２月26日秦野市酪農後継者の会「つくしんぼ」
（𦥑井史行会長）が、牛に触れ合える場を子ど
もたちに提供しようと、乳搾り体験を行いました。

地産地消弁当を試食

幼稚園児が乳搾り体験

加入
要件

編
集
後
記

編
集
後
記

しっかり積立、安心で豊かな老後


